小学校との連携による日本画教育の意味（1）―学部生・大学院生を軸とした社会発信の試み― by 川嶋 渉 et al.
















































・日　　時：　2012 年 6 月
・題 材 名：　黒と白とで あざやかに（計 7時間）
・対象学年：　3年生（33 名）
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2013 年 6 月実施、学部生・大学院生：4名参加
・2014 年度
2014 年 6 月実施、学部生・大学院生：4名参加
・2015 年度
2015 年 7 月実施、学部生・大学院生：5名参加
・2016 年度
2016 年 11 月実施、学部生・大学院生：5名参加
























同年 11 月　 ・ 日本画研究室の教員、大学院生によ
る毛筆画指導の本実施（「描き方を学
ぶ」） （川嶋・三橋・横田・竹内）
同年 12 月　 ・ 今年度実践の総括および次年度の方
針策定 （川嶋・三橋・横田・竹内）
図 1　粉本「蕪」 図 2　粉本「狗子」
図 3　粉本「湿地茸」 図 4　粉本「葡萄」
図 5　粉本「山茶花」 図 6　実演指導の様子







































図 8　同上 図 10　3 年生児童による臨写作品
図 7　大学院生による実演指導 図 9　大学院生から児童への個別指導


















































































































図 1～ 5　 望月玉泉粉本（明治時代）、京都市立芸術大学美術学
部教職課程研究室 所蔵
図 6～ 10　筆者撮影
※　 図 1～ 6 は下記学会誌に掲載された論文が初出であり、同
論文からの転載である。
　　 竹内晋平「造形活動における児童の感受を通した芸術発信 
Ⅱ」、『大学美術教育学会誌』、第 45 号、2013、pp.207-214

